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「福寿会」年忘れの会、講演会は大好評でした！ 
「感動しました～涙～」 

「バスハイク（地域社会交流事業）」で宮島に行きました 

１１月１６日（水）、障がい者社会参加促進事業の「バスハイク」で宮島に行ってきました。 

この事業は「赤い羽根共同募金」の財源等を活用し、障がい者手帳をお持ちの方を対象に毎年行って

います。 

今年は、近場ではありますが宮島に渡り、 

水族館や商店街を散策しました。 

紅葉の季節で観光客も多く見られ、 

宮島の大鳥居の改修工事も終盤を迎え、 

新しく彩られた色鮮やかな鳥居を見る 

ことができました。 

１１月２４日（木）、会員の親睦を目的としたふれあい活動「年忘れの会」がクヴェーレ吉和で行われ

ました。毎年「年忘れの会」では、講演会を行っており、今年は、広島県介護福祉士会会長の吉岡俊昭さ

んをお迎えして、「絶対介護時代～あなたも介護する人、される人～」と題してお話をしていただきまし

た。 

 吉岡俊昭さんは、介護福祉士として様々な家族の方の介護体験や認知症の方とのふれあいを経験され、 

それをもとに家で介護されていた方の体験談をとてもわかりやすくお話してくださいました。 

講演会終了後、参加者の方に感想を伺うと「認知症の方に『私のことがわかる？』と聞くことは良くな

いこと。」「自分の普通が認知症の方の普通とは限らない。」「誰でも褒めてもらうことがうれしい。」「今ま

でみなさん頑張って生きてきたんだから認知症になることは怖いことではない。」など心強い言葉が印象

に残った。そして、とりあえずできることから始めるために「一日一回、何に対してでもいいから褒める

ことを心がけよう」と言われていました。 

実際に介護の現場におられる吉岡さんのお話はとても心に響く貴重なお話で、参加者の中には涙を浮か

べて聞いておられる方もいらっしゃいました。 

ドクターフィッシュとふれあいました 

吉岡さんのお話にみなさん引き込まれていました 


